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堆肥多量施用条件下における飼料稲品種候補「奥羽飼 387号」の黄熱期の水分含量
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1 はじめに

稲発酵粗飼料の生産体系では稲の水分

“

%以下で比

較的良好な発酵品質を示すことが知られ,一般的に稲の

責熟期は水分含量が 65%以下に達することから,専用

収穫機を用いたダイレクトカット方式では黄熟期に収穫

作業が行われている。しかし,黄熟期の水分含量は肥培

管理等の違いで変動し,多量の車素施肥条件下では水分

含量の低下が遅くなる場合がある。一方,現状では簡易

な堆肥化処理により未熟な家畜ふん堆肥が飼料イネ水田

圃場に還元される場合があり,このような場合は黄熟期

の水分含量が高くなる可能性がある。そこで,本研究で

は未熟な家畜ふん堆肥を多量施用した条件下で飼料稲品

種候補「奥羽飼387号 Jを栽培し,肥培管理の違いが黄

熟期の水分含量へ及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

栽培は,2004年 に東北農研大仙水田圃場(細粒質灰色

低地土)で実施した。供試材料には東北農業研究センタ

ーで育種された飼料稲品種候補「奥羽飼387号」を用い,5

表1 黄熟期の乾物収量および黄熟期の部位別水分含量

日      標肥
多肥

前期重点多肥

1232
1466
1343

月 14日 に28日 苗を21株/だで機械移植した。 水管理

は,6月 25日 から7月 6日まで中干しを実施し,3月 30

日から落水した。有機物管理は,無施用,未熟堆肥施用,

完熟確肥施用の3水準とし,lhaあたり 36tの堆理を春

に施用した。供試堆肥は,牛,豚,鶏 (63:1)の 家畜

ふんを開放直線型堆肥化方式 (ロータリー攪拌式)で処

理した家畜ふん堆肥で,未熟確肥として一次発酵途中(行

程の lκ ,処理 5日 目)の堆肥を,完熟堆肥として処理

後 3ヶ 月堆積して二次発酵させた堆肥を使用した。堆肥

の現物あたりの全窒素濃度は未熟堆肥が 6.2がkg・,完

熟堆肥が 5 2gNkgl,全 窒素施用量は未熟堆肥が

22 3gNm 2,完 熟確肥が 18.■N『 であつた。窒素施肥管

理は,各 堆肥施用条件で 無窒素 (N),標準施肥

〈6+2●2+2 ♪hつ :基+幼+減+出),多量施肥0+3+3●3:

基+幼+減+出),前期重点多肥 (8+4+2+2:基 +幼+減+出 ),

超多肥 (6+2+4+3+3:基 +分 +幼+減+出)の 5水準を設定

した。 1区面積は,約 155ぶ,反復無しとした。水分

含量は,黄熟期前後に各試験区の生育調査の平均茎数の

株を抽出して刈り取りし,70℃ で 3日以上通風乾燥機

で乾燥して測定した。葉色計 (SPAD‐ 5112)に より,黄

熟期に止め葉のsPAn値を測定した。
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図1標準施肥区の飼料稲の水分含量推移

3 試験結果及び考察

「奥羽飼 387号」は,今回の多肥栽培条件においても

稗長が 80m以下と短く (表 1),倒伏は全く見られなか

った。肥培管理の違いによる出穂期の差は小さかった。

黄熟期の乾物収量は,同 じ施肥条件では未熟確肥>完熟

堆肥≧無施用の順で収量が増加し,最も収量が大きい未

熟堆肥施用・超多肥区で刈り高さ 5cln以上の乾物収量

が lhaあたり 16tであつた。

黄熱期の水分含量は,同 じ窒素施肥条件では未熟堆肥

>完熟堆肥≧無施用の順で高く、未熟堆肥では堆肥無施

用より同じ窒素施肥条件で水分が約 5%高かった。同じ

堆肥施用条件では,窒素施肥量が多いほど水分含量が高

い傾向にあった。黄熟期の水分含量は,刈 り高さ 5cm

以上,1∝m以上でほとんどの区が 60%以下となり,ダ

●地脚 ～5cm

口地際5～ 10cm

`10cm以
上の茎葉
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責熟期菫素吸収量 (gn-2)

黄熟期の窒素吸収量と部位別の水分含量の関係

イレクトカット方式の収穫に問題のない水分含量に低下

していた。標肥区における登熟期間中の水分含量は,未

熟堆肥>完熱堆肥>無施用の順で推移し,未熟堆肥と無

施用では, 5%以上の水分含量の差で推移していた (図

1)。 「奥羽飼 387号」は,肥効の高い未熟堆肥施用条件

を含めて出穂 25日以降に,良好なサイレージ品質を得

るため望ましいとされる 65%以下の水分含量に低下し

ていた。図2に窒素吸収量と黄熟期の部位別の水分含量

との関係を示した。黄熟期の水分含量は,黄熟期までの

空素吸収量が大きいほど高い傾向にあり,地際から 1∝m

までの部位が特に高かつた。図 3に黄熱期の薬色値と水

分含量の関係を示した。黄熟期の葉色値と水分含量には

正の相関が見られ,黄熟期の水分含量の推測に薬色値が

参考になると考えられた。

4ま とめ

「奥羽飼 387号」は,同一窒素施肥条件では未熟堆肥

>完熟堆肥≧無施用の順で黄熟期の水分含量が高く,同

じ堆肥施用条件下では,標肥区より多肥区で水分含量が

高い傾向にあった。「奥羽飼 387号」の水分含量は,肥

効の高い未熟堆肥施用条件を含めて,出穂 25日 以降に

は良好なサイレージ品質を得るため望ましいとされる

65%以下の水分含量に低下していた。以上の結果から,

「奥羽飼 387号」は未熟堆肥を大量施用し,極端に多室

素栽培した場合でも,黄熟期までにはサイレージ品質を

保つ程度に十分に水分含量が低下することが示された。
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葉色値 (SPAD-502)

黄熟期の葉色と刈り高さ別の水分含量との関係
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